
会
　
長
　
瀬
　
田
　
内
田
　
秀
美

副
会
長
　
真
野
北
　
松
田
　
由
枝

　
〃
　
　
坂
　
本
　
山
本
　
順
子

　
〃
　
　
大
　
石
　
中
尾
　
　
文

　
〃
　
　
瀬
田
北
　
奥
村
　
啓
子

庶
　
務
　
和
　
邇
　
宮
崎
　
孝
子

　
〃
　
　
小
　
野
　
長
久
か
よ
子

　
〃
　
　
田
　
上
　
吉
村
　
彰
子

会
　
計
　
下
阪
本
　
三
宅
　
輝
子

　
〃
　
　
膳
　
所
　
田
村
　
啓
子

理
　
事
　
小
　
松
　
田
中
　
章
子

　
〃
　
　
木
　
戸
　
石
塚
　
智
美

　
〃
　
　
和
　
邇
　
松
浦
　
節
子

　
〃
　
　
小
　
野
　
中
野
　
道
子

　
〃
　
　
真
野
北
　
寒
澤
　
京
子

　
〃
　
　
堅
　
田
　
中
村
　
賴
子

　
〃
　
　
仰
　
木
　
佐
野
　
直
美

　
〃
　
　
仰
木
の
里
　
中
村
　
鞆
子

　
〃
　
　
日
吉
台
　
中
川
せ
つ
子

　
〃
　
　
坂
　
本
　
勝
嶋
智
惠
子

　
〃
　
　
下
阪
本
　
杉
本
く
み
子

　
〃
　
　
唐
　
崎
　
杉
山
　
泰
子

　
〃
　
　
滋
　
賀
　
石
浦
美
貴
子

　
〃
　
　
藤
　
尾
　
海
老
池
孝
子

　
〃
　
　
逢
　
坂
　
加
藤
　
陽
子

　
〃
　
　
平
　
野
　
徳
田
せ
い
子

　
〃
　
　
膳
　
所
　
中
村
　
邦
子

　
〃
　
　
富
士
見
　
久
保
　
京
子

　
〃
　
　
大
　
石
　
中
尾
　
　
文

　
〃
　
　
田
　
上
　
上
野
　
典
子

　
〃
　
　
上
田
上
　
西
村
　
雅
子

　
〃
　
　
青
　
山
　
久
松
　
敬
子

　
〃
　
　
瀬
　
田
　
内
田
　
良
美

　
〃
　
　
瀬
田
東
　
西
村
　
京
子

　
〃
　
　
瀬
田
北
　
奥
村
　
啓
子

監
　
事
　
唐
　
崎
　
長
尾
　
清
子

　
〃
　
　
平
　
野
　
嶽
山
　
昌
子

顧
　
問
　
真
野
北
　
藤
木
　
季
美

令和６年度役員紹介よろしくお願いします

4
12

7
16

「
健
康
推
進
員
と
し
て
の
喜
び
を
」

「
健
康
推
進
員
と
し
て
の
喜
び
を
」

新
任
の
ご
挨
拶

新
任
の
ご
挨
拶

会
長

　内
田

　秀
美

木戸学区　中川美代子木戸学区　中川美代子

　
暑
い
夏
が
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
秋
本
番
を
迎
え

ま
し
た
。
私
た
ち
に
と
っ
て
彩
り
や
活
気
を
も
た

ら
せ
て
く
れ
る
さ
わ
や
か
な
季
節
で
す
。

　
本
年
度
よ
り
会
長
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
と

な
り
緊
張
の
毎
日
で
す
。
先
輩
方
が
繋
げ
て
こ
ら

れ
た
大
切
な
組
織
で
有
る
こ
と
、
大
津
市
に
お
い

て
は
健
康
づ
く
り
の
活
動
を
担
う
団
体
と
し
て
、

責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
周

り
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
精
一
杯
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　「
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
、
健
康
推
進
員
は
地
域
住
民
の
健
康
の
支

え
に
な
り
た
い
と
思
い
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た

「
健
康
お
お
つ
21
（
第
3
次
）」
の
基
本
理
念
に
沿
っ

た
健
康
増
進
・
食
育
の
推
進
に
努
め
、
地
域
に
お

い
て
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
伝
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
声
か
け
事
業
な

ど
活
動
の
中
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
も
ら
っ

た
り
「
お
話
し
を
聞
け
て
嬉
し
い
で
す
」
と
喜
ん

で
も
ら
え
る
こ
と
が
、
私
た
ち
健
康
推
進
員
の
喜

び
と
な
り
活
動
の
指
針
と
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
働
き
世
代
に
、

高
齢
世
代
に
、
健
康
づ
く
り
の
5
本
柱「
栄
養
」「
運

動
」「
休
養
」「
健
診
」「
生
き
が
い
」
を
啓
発
し
、

み
ん
な
が
健
康
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
我
々
協
議
会

は
互
い
を
思
い
や
る
優
し
い
組
織
・
仲
間
で
あ
り

た
い
と
願
い
ま
す
。

　
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
方
々
、
健
康
推
進
員

の
皆
さ
ま
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

於
：
明
日
都
浜
大
津
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
4
階
ホ
ー
ル

於
：
明
日
都
浜
大
津
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
4
階
ホ
ー
ル

令
和
5
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
お
よ
び
会
計
監
査
報
告
、
規
約
一

部
改
正
、
令
和
5
年
度
役
員
退
任
お
よ
び
令
和
6
年
度
役
員
承
認
、
令
和
6

年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
代
議
員
の
過
半
数

の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
た
。

大
津
市
健
康
推
進
連
絡
協
議
会
定
期
総
会

大
津
市
健
康
推
進
連
絡
協
議
会
定
期
総
会

於：明日都浜大津

10月６日（日）10月６日（日） ●
6
月
27
日

　於
：
明
日
都
浜
大
津
1
階

　

　
　
　
　
　
　
　

 

保
健
所
大
会
議
室

《知っていますか？
　　　　　　学校給食》
学校給食の今と昔をいろいろな角
度から調べてパネルを制作。
おおつ健康フェスティバルで展示
します。

広報誌第73号を発行。

部　長  小林　和美
副部長  西原たき子
庶　務  野呂美津子
会　計  本城千寿子

専 門 部 会専 門 部 会専 門 部 会

おおつ健康
フェスティバル
おおつ健康
フェスティバル

のばそう健康寿命！！
身につけよう健康習慣

「
正
し
く
知
ろ
う
！

　食
の
安
全
と
リ
ス
ク

　
　〜
健
康
被
害
事
例
か
ら
学
ぶ
〜
」

「
身
体
に
や
さ
し
い
運
動
教
室

〜
こ
れ
か
ら
の
健
康
推
進
員
の
活
動
の
た
め
に
〜
」

編・集・後・記
　
猛
暑
の
日
々
か
ら
、
台
風
10
号

の
豪
雨
災
害
と
自
然
の
厳
し
さ
を

感
じ
る
夏
で
し
た
。
い
よ
い
よ
秋

本
番
。
皆
様
に
と
っ
て
、
実
り
多

き
秋
に
な
り
ま
す
よ
う
に
!!

　
広
報
誌
の
発
行
に
む
け
て
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。〈
松
田
〉

栄
養
専
門
研
修
会

栄
養
専
門
研
修
会

「バナナうんちで
　　　　元気いっぱい」
「バナナうんちで
　　　　元気いっぱい」

運
動
専
門
研
修
会

運
動
専
門
研
修
会

●
11
月
25
日

　於
：
明
日
都
浜
大
津
3
階

　
　
　
　
　
　
　
　乳
幼
児
健
診
室

●
12
月
9
日

　於
：
和
邇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

広　報　部　会広　報　部　会

広報媒体部会広報媒体部会

《ヘルスメイトのつどい》
日　時　10月10日（木）
　　　　13：00～16：00
場　所　皇子が丘公園体育館

《秋の会員ウォーキング》
日　時　11月13日（水）9：30～12：00
コース　明日都浜大津～長等商店街～
　　　　長等神社～大津市歴史博物館

部　長  辻元　和枝
副部長  嶽山　昌子
庶　務  金畑かおる
会　計  中井　藤子

運動普及部会運動普及部会

《料理講習会》
テーマ　食生活で変わる健康寿命 
　　　　　～体力維持増進のための食事～
日　時　11月20日（水）・21日（木）
　　　　10：30～14：00
場　所　大津公民館
　　　　（大津市民会館内　３階調理室）

部　長  船橋　佳美
副部長  殿城　弘子
庶　務  久保田恵子
会　計  神村　恭子

食生活改善部会食生活改善部会

　食育推進事業として、比良保育園の 5歳児の
子どもたちに、「マーくんのうんち」のパネルシ
アターを実演。子どもたちは、食べた物がどう
なるのか興味を持って見入っていた。小腸の長
さにびっくり。食べ物には、赤黄緑のグループ
があることにも興味を持った。食べ物がエネル
ギーになり、元気に動けること、バナナうんち
が出ることが大事
で、そのためには、
赤黄緑の食べ物を好
き嫌いせず食べるこ
とが大切なことを伝
えることができた。

8
26

平野学区　徳田せい子平野学区　徳田せい子

「これならできる！
　　　みんなのお弁当」
「これならできる！
　　　みんなのお弁当」

　園児のお弁当作りが負担と聞いた。自分の息
子や娘にはどんなお弁当だったか具体的に思い
出せない。簡単に作れる愛情いっぱいの手作り
弁当を提供しようと思い、情報を集め調理を試
みた。簡単で味も彩りもよく、これならできる
と思った。当日、園児は「笑顔」の絵をかき紙
芝居を楽しみながら待機。
その後、調理の済んだお
母さんと合流して一緒に
おにぎりを作り、自分の
お弁当を完成させた。
　暑く長い夏休みの終わ
りの「お弁当作り」。子ど
もたちが大きく健やかに
育てと願う。

大
津
市
主
催

大
津
市
主
催

活 動 紹 介私達の健康は私達の手で

⑴　令和 6年 9月30日発行 第 73 号 ⑷第 73 号

第73号
大津市健康推進連絡協議会広報誌

責任者／内田秀美　  事務局／大津市保健所健康推進課内令和 6年 9月30日発行



7
9

7
11

滋
賀
県
健
康
推
進
員

　
　団
体
連
絡
協
議
会
定
期
総
会

於
：
ピ
ア
ザ
淡
海

　
14
名
の
受
講
生
を
迎
え
て
、
養
成
講
座

開
講
式
が
行
わ
れ
た
。
第
1
回
講
座
で
は
、

内
田
会
長
よ
り
健
康
推
進
員
活
動
の
概
要

と
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
各
事
業
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
令
和
6
年
度
定
期
総
会
は
、
過
半
数
の
賛
成
を
も
っ
て
全

て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。

　
多
年
に
わ
た
り
地
域
に
密
着
し
、
健
康
づ
く
り
等
に
貢
献

活
動
さ
れ
た
会
員
に
対
し
て
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　▼
会
長
感
謝
状

　80
歳
以
上

　
　
磯
部
芙
美
子
氏
（
下
阪
本
学
区
）

　
　
小
幡
　
恵
子
氏
（
下
阪
本
学
区
）

　
　
小
林
　
妙
子
氏
（
唐
崎
学
区
）

　
　
森
　
　
篠
代
氏
（
大
石
学
区
）

　
　
田
中
　
栄
子
氏
（
田
上
学
区
）

　
　
橋
口
　
佳
子
氏
（
田
上
学
区
）

　
　
北
川
　
道
子
氏
（
田
上
学
区
）

　
　
西
村
　
京
子
氏
（
瀬
田
東
学
区
）

　▼
会
長
感
謝
状

　30
年

　　
8
名

　▼
会
長
感
謝
状

　15
年

　　
15
名

5
22

食
育
栄
養
研
修（
料
理
講
習
会
）

於
：
大
津
公
民
館

　3
階
調
理
室

令
和
6
年
度

　
　健
康
推
進
員
養
成
講
座
開
講

於
：
明
日
都
浜
大
津
2
階
健
康
づ
く
り
会
議
室

7
4

大
津
市
健
康
推
進
連
絡
協
議
会

　
　新
人
研
修
会
に
参
加
し
て

於
：
明
日
都
浜
大
津
2
階

　健
康
づ
く
り
会
議
室

7
16

食
育
推
進
事
業

　  野
菜
食
べ
隊
支
援
事
業

　「
学
校
給
食
か
ら
学
ぶ
郷
土
伝
統
料
理
」
を
テ
ー
マ
に
、

管
理
栄
養
士
　
守
﨑
満
奈
美
氏
か
ら
講
習
を
受
け
た
。
学
校

給
食
の
献
立
か
ら
、
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
料
理
や

滋
賀
県
・
大
津
市
の
特
産
物
を
使
っ
た
料
理
、
唐
崎
中
学
校

生
徒
が
考
案
し
た
料
理
を
調
理
実
習
し
た
。

瀬
田
北
学
区

　奥
村

　啓
子

　
新
人
研
修
会
に
参
加
し
て
、
健
康
推
進
員
の
活
動
を
再
認

識
し
ま
し
た
。
広
報
媒
体
の
パ
ネ
ル
作
品
を
見
て
食
品
ロ
ス

を
減
ら
す
方
法
と
し
て
、
食
品
別
の
保
存
方
法
な
ど
わ
か
り

や
す
い
説
明
で
、私
で
も
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
活
動
紹
介
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
各
地
域
と
も
活

発
に
行
わ
れ
て
る
報
告
を
受
け
、
先
輩
方
の
熱
意
を
強
く
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
勉
強
不

足
の
私
で
は
あ
り
ま

す
が
、
少
し
で
も
お

役
に
立
て
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
ご
指
導
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　「
一
日
3
5
0
ｇ
の
野
菜
を
食
べ
て
い
ま
す
か
？
」
ピ
ー

マ
ン
・
人
参
・
し
め
じ
等
70
ｇ
の
生
の
野
菜
や
煮
物
を
並
べ

て
、3
5
0
ｇ
を
実
感
し
て
も
ら
っ
た
。

　
平
和
堂
本
部
よ
り
お
借
り
し
た

〝
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
〞
を
使
っ
て
推
定

野
菜
摂
取
量
を
測
り
、
そ
の
数
値
を

目
安
に
「
あ
と
一
皿
プ
ラ
ス
し
ま

し
ょ
う
」
等
声
掛
け
を
し
た
。
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し

て
啓
発
活
動
を
行
っ
た
。

膳
所
学
区

　松
本
恵
美
子

メニューメニュー
●麦ごはん

●夏野菜とわかさぎのエスニック風
　南蛮漬け

●こまつなの鶏そぼろ煮

●切干しだいこんのキムチ炒め

●ゆばとかんぴょうのすまし汁

毎
月
19
日
は「
食
育
の
日
」

7
月
19
日
㈮

　北
部
ブ
ロ
ッ
ク

平
和
堂
和
邇
店

8
月
19
日
㈪

　中
部
ブ
ロ
ッ
ク

平
和
堂
坂
本
店

9
月
19
日
㈭

　中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

平
和
堂
石
山

11
月
19
日
㈫

　南
部
ブ
ロ
ッ
ク

フ
レ
ン
ド
マ
ー
ト
瀬
田
川
店

今年度の啓発活動

“よりよい地域活動をするために”“よりよい地域活動をするために”

　昨年 4月に全日本マスターズ陸上の60m・100mの日
本記録を更新された渥美裕子さん（81歳・真野北学区の
第 1期受講生）から、現役陸上選手としてのトレーニング
の様子や食生活について具体的なお話を聞いた。たくさんの
質問があり、皆さん大変刺激を受けられた様子だった。
　その後、すこやか相談所の保健師さんによる歌あそび
やおおつ光ルくんの宇宙体操をして頭と身体をほぐした。

ブロック長　松田　由枝 ブロック長　松田　由枝 

7
23

52名参加

「マスターズ陸上選手に聞く
　ずっと活き活き♡ずっと健やかの秘訣」
「マスターズ陸上選手に聞く
　ずっと活き活き♡ずっと健やかの秘訣」

7
8

38名参加

7
30

38名参加

7
25

24名参加

北
部

中
部

中
南
部

南
部

於：木戸市民センター於：木戸市民センター

　「暑いね！」の会話から始まる猛暑の朝、その声はと
ても元気で、学区は違っていても隣り合わせになれば会
話が弾んで素敵な光景だった。熱中症に気をつけながら
日吉東照宮までウォーキングをした。高台では少し風も
あり一息つくことができた。内部を拝観し説明を受け
た。坂本コミュニティーセンターへと帰り、大津で活躍
されている「おひさま楽団」の演奏でほど良いクールダ
ウンとなった。大きなトラブルもなく終えられた。

ブロック長　山本　順子 ブロック長　山本　順子 

「坂本ウォーキング」「坂本ウォーキング」
於：坂本コミュニティセンター於：坂本コミュニティセンター

　保健師さんの「高齢者は肥満より やせ  に注意！」の
お話から始まった研修会は、自分自身の体のチェック、
低栄養を防ぐ食生活のポイント、食べられるお口づくり
と続き、最後に宇宙体操・口腔体操という内容の濃いも
のだった。
　交流会では学区毎に今の健推活動の問題点の提起や写
真を使っての活動報告、その後は低栄養を防ぐ簡単炊き
込みご飯 2種（牛肉
とごぼう・鯖水煮缶
と塩昆布）のおにぎ
りと味噌汁を食べな
がらの歓談。
　人生100年時代、
しっかり栄養を摂っ
てこれからも元気で
がんばりましょう！

ブロック長　中尾　　文 ブロック長　中尾　　文 

「『高齢者の低栄養を防ごう！』
　研修会とおにぎり付き交流会」
「『高齢者の低栄養を防ごう！』
　研修会とおにぎり付き交流会」

於：大石コミュニティセンター於：大石コミュニティセンター

　猛暑が続いているなか、瀬田すこやか相談所の保健師
さんによる血圧と血管の話では模型を使って血管の老化
について説明を受け怖さを感じた。また、熱中症予防で
は、クーリングシェルター「ちょっとひと休みできる場
所（公共施設）」の話を聞き活発な意見交換をした。
　その後、昨年中部ブロックで好評だった「新聞紙で
ファションショー」を参考に、我がブロックでも学区交
流を深めるため各グループでテーマやアイデアを出し合

い新聞紙とフラ
ワーペーパー等
を使って着物や
ドレスなどを製
作した。
　終始和やかな
雰囲気の交流と
なった。

ブロック長　奥村　啓子 ブロック長　奥村　啓子 

「血圧と血管のお話」「血圧と血管のお話」
於：瀬田北市民センター於：瀬田北市民センター

媒体の紹介

紙芝居『はやね はやおき あさごはん』

子どもも大人も興味津々「がんばれ！ おおつ！」「がんばれ！ おおつ！」
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7
9

7
11

滋
賀
県
健
康
推
進
員

　
　団
体
連
絡
協
議
会
定
期
総
会

於
：
ピ
ア
ザ
淡
海

　
14
名
の
受
講
生
を
迎
え
て
、
養
成
講
座

開
講
式
が
行
わ
れ
た
。
第
1
回
講
座
で
は
、

内
田
会
長
よ
り
健
康
推
進
員
活
動
の
概
要

と
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
各
事
業
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
令
和
6
年
度
定
期
総
会
は
、
過
半
数
の
賛
成
を
も
っ
て
全

て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。

　
多
年
に
わ
た
り
地
域
に
密
着
し
、
健
康
づ
く
り
等
に
貢
献

活
動
さ
れ
た
会
員
に
対
し
て
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　▼
会
長
感
謝
状

　80
歳
以
上

　
　
磯
部
芙
美
子
氏
（
下
阪
本
学
区
）

　
　
小
幡
　
恵
子
氏
（
下
阪
本
学
区
）

　
　
小
林
　
妙
子
氏
（
唐
崎
学
区
）

　
　
森
　
　
篠
代
氏
（
大
石
学
区
）

　
　
田
中
　
栄
子
氏
（
田
上
学
区
）

　
　
橋
口
　
佳
子
氏
（
田
上
学
区
）

　
　
北
川
　
道
子
氏
（
田
上
学
区
）

　
　
西
村
　
京
子
氏
（
瀬
田
東
学
区
）

　▼
会
長
感
謝
状

　30
年

　　
8
名

　▼
会
長
感
謝
状

　15
年

　　
15
名

5
22

食
育
栄
養
研
修（
料
理
講
習
会
）

於
：
大
津
公
民
館

　3
階
調
理
室

令
和
6
年
度

　
　健
康
推
進
員
養
成
講
座
開
講

於
：
明
日
都
浜
大
津
2
階
健
康
づ
く
り
会
議
室

7
4

大
津
市
健
康
推
進
連
絡
協
議
会

　
　新
人
研
修
会
に
参
加
し
て

於
：
明
日
都
浜
大
津
2
階

　健
康
づ
く
り
会
議
室

7
16

食
育
推
進
事
業

　  野
菜
食
べ
隊
支
援
事
業

　「
学
校
給
食
か
ら
学
ぶ
郷
土
伝
統
料
理
」
を
テ
ー
マ
に
、

管
理
栄
養
士
　
守
﨑
満
奈
美
氏
か
ら
講
習
を
受
け
た
。
学
校

給
食
の
献
立
か
ら
、
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
料
理
や

滋
賀
県
・
大
津
市
の
特
産
物
を
使
っ
た
料
理
、
唐
崎
中
学
校

生
徒
が
考
案
し
た
料
理
を
調
理
実
習
し
た
。

瀬
田
北
学
区

　奥
村

　啓
子

　
新
人
研
修
会
に
参
加
し
て
、
健
康
推
進
員
の
活
動
を
再
認

識
し
ま
し
た
。
広
報
媒
体
の
パ
ネ
ル
作
品
を
見
て
食
品
ロ
ス

を
減
ら
す
方
法
と
し
て
、
食
品
別
の
保
存
方
法
な
ど
わ
か
り

や
す
い
説
明
で
、私
で
も
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
活
動
紹
介
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
各
地
域
と
も
活

発
に
行
わ
れ
て
る
報
告
を
受
け
、
先
輩
方
の
熱
意
を
強
く
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
勉
強
不

足
の
私
で
は
あ
り
ま

す
が
、
少
し
で
も
お

役
に
立
て
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
ご
指
導
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　「
一
日
3
5
0
ｇ
の
野
菜
を
食
べ
て
い
ま
す
か
？
」
ピ
ー

マ
ン
・
人
参
・
し
め
じ
等
70
ｇ
の
生
の
野
菜
や
煮
物
を
並
べ

て
、3
5
0
ｇ
を
実
感
し
て
も
ら
っ
た
。

　
平
和
堂
本
部
よ
り
お
借
り
し
た

〝
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
〞
を
使
っ
て
推
定

野
菜
摂
取
量
を
測
り
、
そ
の
数
値
を

目
安
に
「
あ
と
一
皿
プ
ラ
ス
し
ま

し
ょ
う
」
等
声
掛
け
を
し
た
。
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し

て
啓
発
活
動
を
行
っ
た
。

膳
所
学
区

　松
本
恵
美
子

メニューメニュー
●麦ごはん

●夏野菜とわかさぎのエスニック風
　南蛮漬け

●こまつなの鶏そぼろ煮

●切干しだいこんのキムチ炒め

●ゆばとかんぴょうのすまし汁

毎
月
19
日
は「
食
育
の
日
」

7
月
19
日
㈮

　北
部
ブ
ロ
ッ
ク

平
和
堂
和
邇
店

8
月
19
日
㈪

　中
部
ブ
ロ
ッ
ク

平
和
堂
坂
本
店

9
月
19
日
㈭

　中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

平
和
堂
石
山

11
月
19
日
㈫

　南
部
ブ
ロ
ッ
ク

フ
レ
ン
ド
マ
ー
ト
瀬
田
川
店

今年度の啓発活動

“よりよい地域活動をするために”“よりよい地域活動をするために”

　昨年 4月に全日本マスターズ陸上の60m・100mの日
本記録を更新された渥美裕子さん（81歳・真野北学区の
第 1期受講生）から、現役陸上選手としてのトレーニング
の様子や食生活について具体的なお話を聞いた。たくさんの
質問があり、皆さん大変刺激を受けられた様子だった。
　その後、すこやか相談所の保健師さんによる歌あそび
やおおつ光ルくんの宇宙体操をして頭と身体をほぐした。

ブロック長　松田　由枝 ブロック長　松田　由枝 

7
23

52名参加

「マスターズ陸上選手に聞く
　ずっと活き活き♡ずっと健やかの秘訣」
「マスターズ陸上選手に聞く
　ずっと活き活き♡ずっと健やかの秘訣」

7
8

38名参加

7
30

38名参加

7
25

24名参加

北
部

中
部

中
南
部

南
部

於：木戸市民センター於：木戸市民センター

　「暑いね！」の会話から始まる猛暑の朝、その声はと
ても元気で、学区は違っていても隣り合わせになれば会
話が弾んで素敵な光景だった。熱中症に気をつけながら
日吉東照宮までウォーキングをした。高台では少し風も
あり一息つくことができた。内部を拝観し説明を受け
た。坂本コミュニティーセンターへと帰り、大津で活躍
されている「おひさま楽団」の演奏でほど良いクールダ
ウンとなった。大きなトラブルもなく終えられた。

ブロック長　山本　順子 ブロック長　山本　順子 

「坂本ウォーキング」「坂本ウォーキング」
於：坂本コミュニティセンター於：坂本コミュニティセンター

　保健師さんの「高齢者は肥満より やせ  に注意！」の
お話から始まった研修会は、自分自身の体のチェック、
低栄養を防ぐ食生活のポイント、食べられるお口づくり
と続き、最後に宇宙体操・口腔体操という内容の濃いも
のだった。
　交流会では学区毎に今の健推活動の問題点の提起や写
真を使っての活動報告、その後は低栄養を防ぐ簡単炊き
込みご飯 2種（牛肉
とごぼう・鯖水煮缶
と塩昆布）のおにぎ
りと味噌汁を食べな
がらの歓談。
　人生100年時代、
しっかり栄養を摂っ
てこれからも元気で
がんばりましょう！

ブロック長　中尾　　文 ブロック長　中尾　　文 

「『高齢者の低栄養を防ごう！』
　研修会とおにぎり付き交流会」
「『高齢者の低栄養を防ごう！』
　研修会とおにぎり付き交流会」

於：大石コミュニティセンター於：大石コミュニティセンター

　猛暑が続いているなか、瀬田すこやか相談所の保健師
さんによる血圧と血管の話では模型を使って血管の老化
について説明を受け怖さを感じた。また、熱中症予防で
は、クーリングシェルター「ちょっとひと休みできる場
所（公共施設）」の話を聞き活発な意見交換をした。
　その後、昨年中部ブロックで好評だった「新聞紙で
ファションショー」を参考に、我がブロックでも学区交
流を深めるため各グループでテーマやアイデアを出し合

い新聞紙とフラ
ワーペーパー等
を使って着物や
ドレスなどを製
作した。
　終始和やかな
雰囲気の交流と
なった。

ブロック長　奥村　啓子 ブロック長　奥村　啓子 

「血圧と血管のお話」「血圧と血管のお話」
於：瀬田北市民センター於：瀬田北市民センター

媒体の紹介

紙芝居『はやね はやおき あさごはん』

子どもも大人も興味津々「がんばれ！ おおつ！」「がんばれ！ おおつ！」
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会
　
長
　
瀬
　
田
　
内
田
　
秀
美

副
会
長
　
真
野
北
　
松
田
　
由
枝

　
〃
　
　
坂
　
本
　
山
本
　
順
子

　
〃
　
　
大
　
石
　
中
尾
　
　
文

　
〃
　
　
瀬
田
北
　
奥
村
　
啓
子

庶
　
務
　
和
　
邇
　
宮
崎
　
孝
子

　
〃
　
　
小
　
野
　
長
久
か
よ
子

　
〃
　
　
田
　
上
　
吉
村
　
彰
子

会
　
計
　
下
阪
本
　
三
宅
　
輝
子

　
〃
　
　
膳
　
所
　
田
村
　
啓
子

理
　
事
　
小
　
松
　
田
中
　
章
子

　
〃
　
　
木
　
戸
　
石
塚
　
智
美

　
〃
　
　
和
　
邇
　
松
浦
　
節
子

　
〃
　
　
小
　
野
　
中
野
　
道
子

　
〃
　
　
真
野
北
　
寒
澤
　
京
子

　
〃
　
　
堅
　
田
　
中
村
　
賴
子

　
〃
　
　
仰
　
木
　
佐
野
　
直
美

　
〃
　
　
仰
木
の
里
　
中
村
　
鞆
子

　
〃
　
　
日
吉
台
　
中
川
せ
つ
子

　
〃
　
　
坂
　
本
　
勝
嶋
智
惠
子

　
〃
　
　
下
阪
本
　
杉
本
く
み
子

　
〃
　
　
唐
　
崎
　
杉
山
　
泰
子

　
〃
　
　
滋
　
賀
　
石
浦
美
貴
子

　
〃
　
　
藤
　
尾
　
海
老
池
孝
子

　
〃
　
　
逢
　
坂
　
加
藤
　
陽
子

　
〃
　
　
平
　
野
　
徳
田
せ
い
子

　
〃
　
　
膳
　
所
　
中
村
　
邦
子

　
〃
　
　
富
士
見
　
久
保
　
京
子

　
〃
　
　
大
　
石
　
中
尾
　
　
文

　
〃
　
　
田
　
上
　
上
野
　
典
子

　
〃
　
　
上
田
上
　
西
村
　
雅
子

　
〃
　
　
青
　
山
　
久
松
　
敬
子

　
〃
　
　
瀬
　
田
　
内
田
　
良
美

　
〃
　
　
瀬
田
東
　
西
村
　
京
子

　
〃
　
　
瀬
田
北
　
奥
村
　
啓
子

監
　
事
　
唐
　
崎
　
長
尾
　
清
子

　
〃
　
　
平
　
野
　
嶽
山
　
昌
子

顧
　
問
　
真
野
北
　
藤
木
　
季
美

令和６年度役員紹介よろしくお願いします

4
12

7
16

「
健
康
推
進
員
と
し
て
の
喜
び
を
」

「
健
康
推
進
員
と
し
て
の
喜
び
を
」

新
任
の
ご
挨
拶

新
任
の
ご
挨
拶

会
長

　内
田

　秀
美

木戸学区　中川美代子木戸学区　中川美代子

　
暑
い
夏
が
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
秋
本
番
を
迎
え

ま
し
た
。
私
た
ち
に
と
っ
て
彩
り
や
活
気
を
も
た

ら
せ
て
く
れ
る
さ
わ
や
か
な
季
節
で
す
。

　
本
年
度
よ
り
会
長
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
と

な
り
緊
張
の
毎
日
で
す
。
先
輩
方
が
繋
げ
て
こ
ら

れ
た
大
切
な
組
織
で
有
る
こ
と
、
大
津
市
に
お
い

て
は
健
康
づ
く
り
の
活
動
を
担
う
団
体
と
し
て
、

責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
周

り
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
精
一
杯
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　「
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
、
健
康
推
進
員
は
地
域
住
民
の
健
康
の
支

え
に
な
り
た
い
と
思
い
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た

「
健
康
お
お
つ
21
（
第
3
次
）」
の
基
本
理
念
に
沿
っ

た
健
康
増
進
・
食
育
の
推
進
に
努
め
、
地
域
に
お

い
て
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
伝
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
声
か
け
事
業
な

ど
活
動
の
中
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
も
ら
っ

た
り
「
お
話
し
を
聞
け
て
嬉
し
い
で
す
」
と
喜
ん

で
も
ら
え
る
こ
と
が
、
私
た
ち
健
康
推
進
員
の
喜

び
と
な
り
活
動
の
指
針
と
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
働
き
世
代
に
、

高
齢
世
代
に
、
健
康
づ
く
り
の
5
本
柱「
栄
養
」「
運

動
」「
休
養
」「
健
診
」「
生
き
が
い
」
を
啓
発
し
、

み
ん
な
が
健
康
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
我
々
協
議
会

は
互
い
を
思
い
や
る
優
し
い
組
織
・
仲
間
で
あ
り

た
い
と
願
い
ま
す
。

　
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
方
々
、
健
康
推
進
員

の
皆
さ
ま
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

於
：
明
日
都
浜
大
津
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
4
階
ホ
ー
ル

於
：
明
日
都
浜
大
津
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
4
階
ホ
ー
ル

令
和
5
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
お
よ
び
会
計
監
査
報
告
、
規
約
一

部
改
正
、
令
和
5
年
度
役
員
退
任
お
よ
び
令
和
6
年
度
役
員
承
認
、
令
和
6

年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
代
議
員
の
過
半
数

の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
た
。

大
津
市
健
康
推
進
連
絡
協
議
会
定
期
総
会

大
津
市
健
康
推
進
連
絡
協
議
会
定
期
総
会

於：明日都浜大津

10月６日（日）10月６日（日） ●
6
月
27
日

　於
：
明
日
都
浜
大
津
1
階

　

　
　
　
　
　
　
　

 

保
健
所
大
会
議
室

《知っていますか？
　　　　　　学校給食》
学校給食の今と昔をいろいろな角
度から調べてパネルを制作。
おおつ健康フェスティバルで展示
します。

広報誌第73号を発行。

部　長  小林　和美
副部長  西原たき子
庶　務  野呂美津子
会　計  本城千寿子

専 門 部 会専 門 部 会専 門 部 会

おおつ健康
フェスティバル
おおつ健康
フェスティバル

のばそう健康寿命！！
身につけよう健康習慣

「
正
し
く
知
ろ
う
！

　食
の
安
全
と
リ
ス
ク

　
　〜
健
康
被
害
事
例
か
ら
学
ぶ
〜
」

「
身
体
に
や
さ
し
い
運
動
教
室

〜
こ
れ
か
ら
の
健
康
推
進
員
の
活
動
の
た
め
に
〜
」

編・集・後・記
　
猛
暑
の
日
々
か
ら
、
台
風
10
号

の
豪
雨
災
害
と
自
然
の
厳
し
さ
を

感
じ
る
夏
で
し
た
。
い
よ
い
よ
秋

本
番
。
皆
様
に
と
っ
て
、
実
り
多

き
秋
に
な
り
ま
す
よ
う
に
!!

　
広
報
誌
の
発
行
に
む
け
て
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。〈
松
田
〉

栄
養
専
門
研
修
会

栄
養
専
門
研
修
会

「バナナうんちで
　　　　元気いっぱい」
「バナナうんちで
　　　　元気いっぱい」

運
動
専
門
研
修
会

運
動
専
門
研
修
会

●
11
月
25
日

　於
：
明
日
都
浜
大
津
3
階

　
　
　
　
　
　
　
　乳
幼
児
健
診
室

●
12
月
9
日

　於
：
和
邇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

広　報　部　会広　報　部　会

広報媒体部会広報媒体部会

《ヘルスメイトのつどい》
日　時　10月10日（木）
　　　　13：00～16：00
場　所　皇子が丘公園体育館

《秋の会員ウォーキング》
日　時　11月13日（水）9：30～12：00
コース　明日都浜大津～長等商店街～
　　　　長等神社～大津市歴史博物館

部　長  辻元　和枝
副部長  嶽山　昌子
庶　務  金畑かおる
会　計  中井　藤子

運動普及部会運動普及部会

《料理講習会》
テーマ　食生活で変わる健康寿命 
　　　　　～体力維持増進のための食事～
日　時　11月20日（水）・21日（木）
　　　　10：30～14：00
場　所　大津公民館
　　　　（大津市民会館内　３階調理室）

部　長  船橋　佳美
副部長  殿城　弘子
庶　務  久保田恵子
会　計  神村　恭子

食生活改善部会食生活改善部会

　食育推進事業として、比良保育園の 5歳児の
子どもたちに、「マーくんのうんち」のパネルシ
アターを実演。子どもたちは、食べた物がどう
なるのか興味を持って見入っていた。小腸の長
さにびっくり。食べ物には、赤黄緑のグループ
があることにも興味を持った。食べ物がエネル
ギーになり、元気に動けること、バナナうんち
が出ることが大事
で、そのためには、
赤黄緑の食べ物を好
き嫌いせず食べるこ
とが大切なことを伝
えることができた。

8
26

平野学区　徳田せい子平野学区　徳田せい子

「これならできる！
　　　みんなのお弁当」
「これならできる！
　　　みんなのお弁当」

　園児のお弁当作りが負担と聞いた。自分の息
子や娘にはどんなお弁当だったか具体的に思い
出せない。簡単に作れる愛情いっぱいの手作り
弁当を提供しようと思い、情報を集め調理を試
みた。簡単で味も彩りもよく、これならできる
と思った。当日、園児は「笑顔」の絵をかき紙
芝居を楽しみながら待機。
その後、調理の済んだお
母さんと合流して一緒に
おにぎりを作り、自分の
お弁当を完成させた。
　暑く長い夏休みの終わ
りの「お弁当作り」。子ど
もたちが大きく健やかに
育てと願う。

大
津
市
主
催

大
津
市
主
催

活 動 紹 介私達の健康は私達の手で

⑴　令和 6年 9月30日発行 第 73 号 ⑷第 73 号
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